
１．重要な会計方針

　　

　 （１） 固定資産の減価償却の方法

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 （２） 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。

（３） ボランティアによる役務の提供

（４） 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

２．事業費の内訳

（単位：円）

科目 Ａ事業費 Ｂ事業費 Ｃ事業費 Ｄ事業費 合計

（１） 人件費

給料手当 ××× ××× ××× ××× ×××

臨時雇賃金 ××× ××× ××× ××× ×××

・・・・・・・ ××× ××× ××× ××× ×××

・・・・・・・ ××× ××× ××× ××× ×××

人件費計 ××× ××× ××× ××× ×××

（２） その他経費

業務委託費 ××× ××× ××× ××× ×××

旅費交通費 ××× ××× ××× ××× ×××

・・・・・・・ ××× ××× ××× ××× ×××

・・・・・・・ ××× ××× ××× ××× ×××

その他経費計 ××× ××× ××× ××× ×××

合計 ××× ××× ××× ××× ×××

３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

（単位：円）

内容 金額 算定方法

○○体育館の ××× ○○体育館使用料金表によってい

無償利用 ます。

　

４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

（単位：円）

内容 金額 算定方法

○○事業相談員 ××× 単価は××地区の最低賃金によって

　■名×■日間 算定しています。

活動予算書の注記

　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法

人会計基準協議会）によっています。

また計上額の算定方法は「３.　施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載してい

ます。

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアに

よる役務の提供の内訳」として注記しています。

　　　以下に示すものは、想定される注記を例示したものです。

　　　該当事項がない場合は記載不要です。


